
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月１６日、熱海運輸区運転士の組合員Ａは、東京駅到着の際、備品

を運転室内に置き忘れ、そのことを当直に正しく報告しました。その後、

他区から備品を借り乗務を行い、熱海駅到着時に管理者から予備の備品

を受け渡されるように手配がとられました。 

しかし、熱海駅到着の際、停止位置２０ｍ手前で、予備の備品を持って

組合員Ａを待っていた管理者が、中指を立てて待っていました。 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行責任者 佐藤英樹 

ＪＲ東労組ホームページ 

 

イメージ図 

この後、組合員Ａは怒りや不安な気持ちを持ったまま乗務することを余

儀なくされました。もはや、職場管理が、安全や乗務員の為を想っての管

理ではなく、異常な職場管理がまかり通っているとしか言いようがありま

せん。このような異常な職場管理を許していいのでしょうか？ 

このような事象を明らかにして横浜地本と連帯し、今こそ未加入者にＪ

Ｒ東労組に結集を呼びかけ、労働組合のチェック機能を高める時です！ 


